
浜風会会報 第２８号                                         2016.1.1 

1 

篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.２８  

篠
原
地
区
の
秋
葉
山
の
調
査
を
浜
風
会
会
員
が
手

分
け
し
て
行
っ
た
。
所
在
確
認
だ
け
で
な
く
、
建
立
の

時
期
、
設
置
場
所
移
動
の
履
歴
や
現
在
の
祀
り
方
な
ど

も
聞
き
取
り
、
今
後
の
た
め
の
記
録
に
な
る
よ
う
に
心

掛
け
た
。
調
査
結
果
か
ら
見
え

て
く
る
も
の
を
揚
げ
て
み
た
い
。 

 

秋
葉
山
は
少
し
前
ま
で
の
字

単
位
で
祀
ら
れ
て
い
て
、
篠
原

町
１９
か
所
、
坪
井
町
４
か
所
、

馬
郡
町
の
東
馬
郡
２
か
所
の
合

計
２５
か
所
に
あ
り
、
形
態
は
下

表
の
通
り
で
あ
る
。
篠
原
町
で

近
年
統
合
さ
れ
た
所
が
１
か
所

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
昔
の
ま

ま
で
あ
る
。
堂
の
中
に
灯
籠
が

な
い
秋
葉
山
が
多
く
あ
る
が
、
地
震
で
壊
れ
た
の

も
あ
る
だ
ろ
う
。
特
異
な
形
態
と
し
て
、
西
国
方
、

東
国
方
、
鳥
守
と
西
茶
屋
で
は
堂
の
中
に
秋
葉
山

と
津
島
神
社
を
並
べ
て
祀
っ
て
い
て
、
堂
の
中
に

は
石
灯
籠
は
な
い
。
こ
こ
を
国
方
で
は
「
鎮
守
様
」

と
呼
ん
で
い
る
。 

 

灯
籠
は
江
戸
時
代
の
物
が
立
場
東
山
、
八
幡
、

又
三
山
、
札
木
、
坪
井
仲
山
、
中
組
、
西
組
の
七

か
所
に
あ
り
最
も
古
い
も
の
は
又
三
山
の
天
明

四
年
（
一
七
八
四
）
で
、
他
の
六
基
は
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
か
ら
四
年
間
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
頃
に
秋
葉
灯
籠
を
建
て
る
の
が
流
行
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。 

 

現
在
の
堂
は
全
て
昭
和
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
秋
葉
灯
籠
に
鞘
堂

さ
や
ど
う

が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
文
政 

三
年
（
一
八
二
〇
）
頃
か
ら
で
、
こ
れ
も
流
行
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
物
語
る
よ
う
な
古
い
棟
札
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
。 

 

調
査
聞
き
取
り
を
し
て
い
く
と
、
秋
葉
山
は
動
い
て

い
る
こ
と
が
解
る
。
例
を
あ
げ
る
と
、
坪
井
西
組
の
も

の
は
昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
旧
東
海
道
沿
い
に
あ
っ

た
が
、
四
十
年
代
に
東
光
寺
山
門
東
側
に
移
り
、
現
在

は
西
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
東
海
道
沿
い
か
ら
離
れ

た
所
へ
移
動
し
て
い
る
も
の
は
、
他
に
立
場
東
山
と
本

村
が
あ
る
。
秋
葉
山
の
多
く
は
個
人
の
屋
敷
の
一
画
に

設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
道
路
の
拡
幅
や
屋
敷
の

整
理
な
ど
に
よ
り
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
神
社
や
寺

の
敷
地
に
移
っ
た
。
現
在
の
設
置
場
所
が
神
社
に
接
し

て
い
る
も
の
が
５
か
所
、
寺
に
接
し
て
い
る
も
の
が
７

か
所
あ
り
、
全
数
の
半
分
近
く
も
あ
る
。 

 

秋
葉
山
の
世
話
は
、
ほ
と
ん
ど
は
一
年
の
廻
り
番
と 

な
っ
て
い
て
、
年
末
に
お
札
の
入
替
を
し
て
幟

の
ぼ
り

幡 ば
た

を 

立
て
、
さ
ら
に
秋
祭
り
も
立
て
る
の
は
全
て
の
部
落
で

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
西
国
方
で
は
非
常
に
丁
寧
な
世

話
を
し
て
い
て
、
月
の
一
日
、
十
五
日
に
は
掃
除
を
し
、

浜
砂
を
取
っ
て
き
て
清
め
、
榊
と
お
洗
米
を
あ
げ
て
い

る
。
こ
こ
は
部
落
の
人
の
お
参
り
も
多
い
と
聞
く
。 

 

幟
幡
の
文
字
は
「
奉
納
秋
葉
大
権
現
」「
奉
納
秋
葉

神
社
」「
奉
納
秋
葉
山
」
な
ど
色
々
あ
る
が
、「
大
権
現
」

を
入
れ
た
も
の
が
多
い
。
幡
竿
の
先
に
笹
の
先
端
を
指

す
の
は
ど
こ
も
同
じ
で
あ
る
。 

 

今
回
多
く
の
秋
葉
山
を
見
て
き
た
が
、
ど
れ
も
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
文
化
財
だ
と
感
じ
る
。
み
ん
な
で
関
心

を
持
ち
続
け
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
鈴
木
忠
） 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 

灯籠と
鞘堂

鞘堂
だけ

灯籠
だけ 計

篠原町 5 10 4 19
坪井町 3 1 4
馬郡町 2 2

秋葉山の形態

幟幡があがった三分一の秋葉山 

田畑秋葉灯籠 屋根のような
笠の灯籠 大正 7年建立 
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「
鈴
木
姓
」
は
全
国
的
に
１
位
、
２
位
を
争
っ
て
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
浜
松
市
で
も
約
７
％
で
最
も
多

い
が
、
篠
原
町
に
至
っ
て
は
何
と
約
３８
％
と
圧
倒
的

に
多
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。 

 

「
鈴
木
姓
」
に
関
す
る
文
献
を
前
提
に
し
て
、「
鈴

木
姓
」
が
篠
原
に
多
い
理
由
を
推
察
し
て
み
た
。 

 

（
次
頁
「
鈴
木
姓
の
由
来
と
時
代
的
分
析
」
参
照
） 

一
．
篠
原
地
区
に
伝
わ
る
言
い
伝
え
か
ら 

（
鈴
木
琢
磨
氏
所
蔵
の
元
祖
由
来
秘
書
等
） 

・
紀
州
名
草
郡
藤
代
村
出
身
、
鈴
木
伊
勢
三
郎
重
家

の
息
子
、
鈴
木
喜
内
左
衛
門
重
信
が
篠
原
に
お
け
る

鈴
木
家
の
始
祖
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

・
大
地
震
大
津
波
に
よ
っ
て
、
長
里
郷
よ
り
鈴
木
六

太
夫
ら
に
よ
っ
て
当
地
に
牛
頭
天
王
社
や
神
明
社

を
移
し
奉
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

二
．
分
析
的
調
査
か
ら 

①
自
治
会
名
簿
（
昭
和
１７
年
）
調
査 

 

「
鈴
木
姓
」
が
特
に
多
い
篠
原
西

自
治
会
で
は
、
５２
％
を
占
め
る
が
、

中
で
も
小
字
の
権
現
、
西
茶
屋
、
西

国
方
、
鳥
守
、
東
国
方
で
は
６０
％
を

超
え
る
多
さ
で
あ
る
。 

②
寺
院
の
檀
家
名
簿
調
査 

名
字
は
祖
先
か
ら
の
継
承
だ
か
ら

と
同
時
に
、
名
字
の
こ
と
は
江
戸
時
代
に
行
わ
れ
て
い

た
「
寺
請
制
度
」
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
寺
院
の
ご
協
力
を
得
て
調
べ
て
み
た
。 

 

篠
原
地
区
に
は
合
計
１２
寺

あ
る
が
、
篠
原
西
に
位
置
す
る

代
表
的
な
長
福
寺
で
は
、
何
と

８３
％
が
鈴
木
姓
で
占
め
ら
れ

て
い
る
。
道
に
沿
っ
て
並
ん
で

い
る
興
福
寺
、
宝
林
寺
も
同
様

際
立
っ
て
多
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
れ
は
篠
原
に
「
鈴
木

姓
」
の
多
い
大
き
な
要
因
だ
ろ
う
。 

③
鈴
木
姓
の
発
祥
の
地
、
熊
野
を
訪
ね
て 

 

「
鈴
木
姓
」
の
多
さ
を
調
べ
る
に
当
っ
て
、
和
歌
山

県
田
辺
市
の
熊
野
本
宮
大
社
、
同
海
南
市
の
藤
白
神
社

及
び
鈴
木
屋
敷
を
訪
ね
、
宮
司
さ
ん
始
め
語
り
部
の
方

に
鈴
木
姓
の
発
祥
に
関
係
す
る
お
話
を
伺
っ
て
き
た
。 

熊
野
三
山
の
一
つ
、
熊
野
速
玉
大

社
周
辺
を
支
配
す
る
豪
族
が
鈴
木

氏
で
あ
っ
た
。
一
門
の
ル
ー
ツ
は
熊

野
で
、
や
が
て
藤
白
へ
移
住
し
て
鈴

木
家
が
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ

の
名
残
が
鈴
木
屋
敷
に
み
ら
れ
た
。 

ま
た
熊
野
信
仰
の
普
及
で
全
国

に
熊
野
神
社
が
出
来
、
神
官
を
鈴
木

家
が
務
め
、
鈴
木
姓
が
拡
が
っ
た
と

い
う
見
方
も
紹
介
さ
れ
た
。
（『
ふ
じ
し
ろ
初
山
踏
』
） 

熊
野
は
、
ゆ
る
や
か
な
自
然
信
仰
の
聖
地
に
新
た
な

仏
教
文
化
が
入
っ
て
、
平
安
の
頃
よ
り
神
仏
習
合
思
想

が
多
く
の
人
に
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
姿
に

感
銘
を
受
け
た
。
世
界
遺
産
に
選
ば
れ
た

魅
力
が
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

三
．
ま
と
め
（
鈴
木
姓
が
多
い
理
由
） 

以
上
の
調
査
か
ら
、
篠
原
の
「
鈴
木
姓
」

の
ル
ー
ツ
は
熊
野
に
あ
る
と
言
う
こ
と
は

わ
か
っ
た
。
し
か
し
篠
原
地
区
に
は
熊
野

神
社
は
存
在
し
な
い
。
ど
う
し
て
多
い
の

か
の
理
由
に
は
な
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で

も
う
一
度
篠
原
地
区
の
足
元
を
良
く
見
て
み
よ
う
。
他

に
な
い
特
殊
な
事
情
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。
そ
こ

で
出
た
結
論
が
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

① 

篠
原
に
は
早
い
時
代
か
ら
、
多
く
の
人
が
住
ん
で

い
た
。
お
そ
ら
く
室
町
時
代
に
入
植
し
た
人
達
に

よ
っ
て
、
共
同
で
短
い
時
間
に
開
拓
し
た
。
そ
の

リ
ー
ダ
ー
、
鈴
木
さ
ん
の
名
字
に
倣
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
次
頁
の
地
図
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。 

② 

そ
れ
に
は
安
心
し
て
多
く
の
人
が
住
め
る
広
い

面
積
の
土
地
が
あ
っ
た
。
砂
州
・
浜
堤
の
跡
で
あ

る
。
後
年
東
海
道
線
が
敷
設
さ
れ
た
よ
う
に
、
周

辺
か
ら
少
し
小
高
い
土
地
で
、
浜
名
湖
東
岸
、
当

時
河
岸
が
あ
り
交
通
は
至
便
で
あ
っ
た
。 

③ 

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
篠
原
に
は
お
寺
、
お
宮

が
多
い
。
特
に
西
神
明
神
社
か
ら
東
へ
、
興
福
寺

長
福
寺
、
宝
林
寺
、
篠
原
寺
へ
お
寺
が
連
な
り
、

更
に
当
時
の
牛
頭
天
王
社
（
現
八
阪
神
社
）
そ
し
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鉄道が開通した直後の地図 

既に篠原に家の集中ぶりがわかる 

鈴木姓の由来と時代的分析 （篠原地区における鈴木姓に関係する要素を年代順に配置した） 

『篠原村誌』口碑伝説／『浜風と街道』伝説と由来 

鈴木六衛門家／保泉寺の「元祖由来書」 

西暦 

／時代 

寺院の開山／神社の勧請 （参考：篠原の

全神社寺院を表した）  ＜国の政策等＞ 

篠原鈴木とは如斯 

1189 文治 5 年、紀州名草郡藤代住也の鈴木三郎重家の

安否を心配して重家の妾は 7 歳の倅、宮太郎を連れ東方

へ、旅宿を超えて橋本宿に宿す処、飛脚に夫が絶望であ

る報に触れ、途方にくれた。この里の後藤佐権太宅にお

世話になり、家内同様に暮らす 

1100 

 

平安 

 

鎌倉 

＜743 天平 15 

墾田永年私財法制定＞ 

 

＜荘園制度＞ 

1212 建暦 2 年、宮太郎は後藤佐権太の孫娘を妻に迎え

長里郷に新居を構え、鈴木喜内左衛門重信と改めた。 

これが鈴木家の始祖なり。 

その後、子孫は増え続けたが 

1200 

鎌倉 

1212 建暦 2 年 

東神明宮・西神明神社勧請 

1300 

鎌倉 

1381 永徳元年 

東本徳寺・西本徳寺開山 

1395 応永 2 年 春日神社勧請 

1412 応永 19 年、子孫の一人、鈴木喜六郎重尚は、開

墾のため今の篠原の地に移り住む 

1400 

室町 

1440 永享 12 年 稲荷神社勧請 

1498 明応 8 年／1510 永世 7 年、大地震、大津波に

より長里郷より当地に来る。17 人 

1510 永世 7 年、鈴木六太夫は牛頭天王社を、鈴木藤太

夫、鈴木惣平、鈴木惣十は神明を西篠原の地に移し奉る  

1500 

室町 

1510 永世 7 年 牛頭天王社勧請 

1530 亨禄 3 年 長福寺開山 

1533 天文 2 年 玉蔵寺開山 

1564 永禄 7 年 善養寺開山 

1589 天正 17 年 海蔵院開山 

1591 天正 19 年 万松院・宝林寺開山 

 1600 

 

江戸 

1600 慶長 5 年 光雲寺開山 

1601 慶長 6 年 東光寺開山 

1604 慶長 9 年 保泉寺開山  

1608 慶長 13 年 如意寺開山 

＜1612 慶長 17 年 禁教令＞ 

<1671 寛文 11 年 宗門人別改帳＞ 

 1800 

 

 

明治 

＜1867 慶応 3 年 大政奉還＞ 

<1871 明治 4 年 氏子調規則＞ 

＜1872 明治 5 年 戸籍制度＞ 

＜1873 明治 6 年 氏子調廃止＞ 

<1873 明治 6 年 地租改正法＞ 

＜1875 明治 8 年 平民苗字許可令＞ 

 

 

て
玉
蔵
寺
、
保
泉
寺
と
続
い
て
い
る
。
多
く

の
人
が
こ
れ
ら
神
仏
に
癒
し
を
求
め
て
い

た
こ
と
が
偲
ば
れ
る 

④ 
そ
れ
に
相
俟
っ
て
制
度
上
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
、
鈴
木
姓
が
多
い
こ
と
に
寄
与
し
た
。 

・
土
地
を
所
有
す
る
仕
組
み 

・
寺
請
制
度
（
宗
門
人
別
調
帳
） 

・
戸
籍
制
度
の
開
始
（
壬
申
戸
籍
） 

・
平
民
苗
字
許
可
令 

多
く
の
人
が
由
緒
あ
る
「
鈴
木
姓
」
を
名
乗
り

始
め
た
こ
と
が
想
像
出
来
る
。 

（
山
下
勝
彦
） 

寺
請
制
度 

（コメント） 

・鈴木喜六郎重尚が篠原に住み始めた頃、既に

篠原地区には東に、西に人が住んでいた。 

・東神明宮・西神明神社、東本徳寺、西本徳寺 

が勧請／開山されていたことでわかる。 

・その重尚は篠原東の地に、そして約 100年 

後、大地震大津波で来た人達は、篠原西の地に

住み始めたと考えられる。 

（コメント） 

開墾で土地を所有す

る経過については割愛 
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私
の
地
元
舞
阪
駅
周
辺
は
、
大
き
な
変
化
を
み
せ
て

き
た
。
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
の
で
所
感
を
述
べ
る
。 

舞
阪
駅
は
明
治
２１
年
（
１
８
８
８
）
、
官
設
鉄
道
浜

松
駅
～
大
府
駅
間
が
開
通
し
た
が
、
そ
の
開
通
時
に
馬

郡
駅
と
し
て
開
業
し
た
。
そ
の
時
点
で
は

浜
松
駅
と
豊
橋
駅
の
間
に
は
馬
郡
駅
と

鷲
津
駅
の
二
つ
し
か
な
か
っ
た
。 

 

馬
郡
駅
は
明
治
２４
年
（
１
８
９
１
）
舞

坂
駅
に
改
称
（
舞
阪
町
史
）
、
昭
和
１５
年

（
１
９
４
０
）
舞
阪
駅
に
改
称
さ
れ
た
。

舞
阪
駅
に
は
貨
物
列
車
の
引
込
線
が
あ

っ
た
が
、
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
に
貨

物
の
取
扱
い
が
廃
止
さ
れ
た
。 

平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
、
浜
名
湖
花

博
関
連
事
業
の
一
環
と
し
て
舞
阪
駅
の

南
北
の
区
画
整
理
が
実
施
さ
れ
、
橋
上
駅

舎
、
南
北
自
由
通
路
が
完
成
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
舞
阪
駅
の
所
在
地
は
馬
郡

町
で
あ
り
、
敷
地
の
大
部
分
は
浜
松
市
馬

郡
町
で
、
駅
の
西
側
の
ほ
ん
の
一
部
だ
け
の
敷
地
が
舞

阪
町
で
あ
る
の
に
駅
名
は
「
舞
阪
駅
」
と
な
っ
て
い
る
。

舞
阪
駅
前
は
「
停
車
場
」
と
言
わ
れ
て
い
て
、
舞
阪
駅

は
馬
郡
町
駅
前
自
治
会
に
属
し
て
い
る
。 

 

明
治
時
代
初
期
に
は
舞
阪
駅
の
北
側
に
は
浜
名
湖

の
交
通
手
段
で
あ
っ
た
船
着
き
場
が
あ
り
、
浜
名
湖
の

奥
、
気
賀
や
三
ケ
日
か
ら
「
団
平
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

吃
水
の
浅
い
船
で
産
物
が
運
ば
れ
て
く
る
集
積
地
で

あ
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
鉄
道
が
開
通
し
た
明
治
21
年
か
ら
大
正

時
代
に
か
け
て
、
舞
阪
駅
周
辺
に
は
、
銀
行
、
郵
便
局
、

養
鰻
場
、
製
氷
工
場
、
織
物
工
場
、
製
材
所
、
旅
館
、

劇
場
、
カ
フ
ェ
、
ビ

リ
ヤ
ー
ド
な
ど
が
あ

っ
た
。
今
で
も
駅
前

の
狭
い
範
囲
に
は
４

軒
の
酒
屋
が
あ
る
。 

 

舞
阪
駅
前
に
遠
洋

銀
行
本
店
（
後
に
静

銀
に
統
合
）
が
設
立

さ
れ
た
の
が
明
治

30
年
西
遠
㈱
は
現

在
で
は
不
動
産
賃
貸

業
（
マ
ム
に
賃
貸
）

と
な
っ
て
い
る
が
、

元
は
織
物
工
場
で
大

正
８
年
の
設
立
、
養

鰻
池
を
営
業
し
て
い
る
㈱
堀
内
商
店
は
大
正
１１
年
に

設
立
さ
れ
て
い
る
。 

戦
前
に
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
工
場
（
戦
時
中
は
軍
需
工
場
、

戦
後
は
日
畜
と
呼
ば
れ
た
）
が
あ
り
、
舞
阪
駅
を
利
用

し
た
通
勤
客
で
賑
わ
っ
た
。 

 

ま
た
舞
阪
駅
南
側
の
耕
地
整
理
は
昭
和
５
年
に
、 

現
在
の
春
日
神
社
本
殿
、
拝
殿
の
改
築
は
昭
和
８
年
に

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

舞
阪
駅
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
浜
名
湖
の
「
う

な
ぎ
養
殖
」
で
あ
る
。
駅
を
利
用
し
餌
で
あ
る
冷
凍
魚

が
搬
入
さ
れ
、
生
鰻
が
出
荷
さ
れ
て
い
た
。 

明
治
２４
年
（
１
８
９
１
）
新
居
町
の
原
田
仙
右
衛

門
が
う
な
ぎ
、
鯉
な
ど
の
養
殖
を
試
み
た
の
が
浜
名
湖

地
方
の
養
鰻
の
は
じ
め
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
明

治
33
年
（
１
９
０
０
）
、
服
部
倉
次
郎
が
舞
阪
駅
付
近

か
ら
浜
名
湖
を
見
て
養
殖
の
適
地
で
あ
る
と
確
信
し
、

舞
阪
町
で
現
在
の
㈱
服
部
中
村
養
鼈
を
開
場
し
、
ス
ッ

ポ
ン
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
養
殖
が
始
ま
っ
た
。
大
正
１０
年

（
１
９
２
１
）、
公
有
水
面
埋
立
法
が
公
布
さ
れ
る
と

浜
名
湖
の
湖
面
活
用
が
図
ら
れ
、
養
鰻
池
造
成
が
激
増

し
た
。
浜
名
湖
周
辺
の
養
鰻
池
も
昭
和
40
年
代
の
最

盛
期
は
営
業
面
積
850
町
歩
、
450
軒
の
営
業
体
が
あ
っ

た
が
、
現
在
は
３０
軒
に
激
減
し
て
い
る
。
と
は
言
え
、

浜
名
湖
の
う
な
ぎ
の
ブ
ラ
ン
ド
は
健
在
で
、
浜
名
湖
養

魚
漁
業
組
合
は
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
ー
（
養
殖
生
産

履
歴
情
報
開
示
）
を
実
施

し
、
食
の
安
全
に
取
り
組

ん
で
い
る
。 

今
後
共
舞
阪
駅
周
辺
の

発
展
を
祈
り
、
見
守
っ
て

い
き
た
い
。
（
堀
内
國
夫
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

橋上駅になった現在の舞阪駅 


